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特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社は、平成21年３月期決算（平成20年４月１日～平成21年３月31日）において、減損損失を特別損失として計上

することといたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．(1) 【連結】 平成21年３月期末の減損損失の総額 

(Ａ) 平成21年３月期第４四半期の減損損失の計上額（連結）  14,828 百万円 

(Ｂ) 
直前四半期（平成21年３月期第３四半期）累計期間（平成20年４月１日～ 

平成20年12月31日）の減損損失の計上額（連結） 
 63 百万円 

(Ｃ) 平成21年３月期の連結会計年度の減損損失の計上額（連結） （Ａ＋Ｂ） 14,892 百万円 

(Ｄ) 平成20年３月期の連結純資産の額 （Ｃ／Ｄ×１００） 
649,440 百万円 

（    2.3％）

(Ｅ) 平成20年３月期の連結経常利益額 （Ｃ／Ｅ×１００） 
61,290 百万円 

（    24.3％）

(Ｆ) 平成20年３月期の連結当期純利益額（Ｃ／Ｆ×１００） 
13,079 百万円 

（    113.9％）

  (2) 【個別】 平成21年３月期末の減損損失の総額 

(Ａ) 平成21年３月期の事業年度の減損損失の計上額（個別） 3,780 百万円 

(Ｂ) 平成20年３月期の純資産の額 （Ａ／Ｂ×１００） 
561,255 百万円 

（    0.7％）

(Ｃ) 平成20年３月期の経常利益額 （Ａ／Ｃ×１００） 
49,959 百万円 

（     7.6％）

(Ｄ) 平成20年３月期の当期純利益額（Ａ／Ｄ×１００） 
7,446 百万円 

（     50.8％）

 

 （注）当社グループは、原則として、継続的に収支の把握を行っている管理会計上の区分（支店、各拠点、各物件等）

を単位としてグルーピングしています。上記の減損損失は、不動産価格の下落や競争の激化に伴う収益性の悪化

により帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を特別損失に計上しました。 

 

２．業績に与える影響 

 

   当該減損損失を計上した平成21年３月期通期決算の内容につきましては、本日（平成21年５月13日）発表して

おります「平成21年３月期 決算短信」をご覧ください。 

 

以 上 


